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 私は Elsevier のグローバル・ポリシーおよび産業関

係の上級副社長です。本日はオープンサイエンスにつ

いて、特にオープンアクセスやライセンスなどの問題

について、出版社の視点からお話しします。 

 

Elsevier の使命 
 Elsevier の概要を簡単にご説明します。私たちの使

命は、研究者や医療従事者が社会の利益のために科学

を進歩させ、健康成果を向上させることへの支援です。

グローバルな研究と健康のエコシステム全体にわたっ

て、お客さまの見識を高め重要な意思決定を促進する

ことによって、これを実現します。研究者、医療専門

家、機関、資金提供者を含む研究コミュニティにとっ

て価値があることを保証するために、私たちが出版す

る全てのものにおいて最高水準の品質と完全性を維

持・保証しています。 

 

オープンサイエンスを支える柱 
 では、詳細に入る前に、オープンサイエンスに関す

る文脈と背景を見てみましょう。オープンサイエンス

とは何でしょうか。図 1 のように、ここではオープン

サイエンスの全体構造を支えるさまざまな柱を持つ家

をイメージしています。オープンサイエンスを包括的

かつ協力的で、透明性のある研究を行う方法として捉

えています。しかしこれは、オープンアクセスや研究

データ、研究データの共有などのオープンサイエンス

の柱や要素によって支えられなければなりません。 

 本日はそれらの柱を中心にお話ししますが、責任あ
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講演要旨 

研究者や研究機関が研究を発表する際に、特にオープンアクセスの選択肢を検討するにあたり考慮すべきことの概要を提供

し、オープンアクセスのモデルに関する簡単な説明と背景、ライセンスが適合する場所とその理由、オープンアクセスのモデ

ルとライセンスに対するポリシーの影響について出版社の見解を説明します。 

Victoria Eva 
エルゼビアのGlobal PolicyおよびIndustry Relations上級副社長として、研究成果へのアクセスに

関するエルゼビアの政策と戦略を管理し、オープンサイエンスに関連するグローバルな政策と立法問

題について調整する責任を負っている。所属するチームとしては業界団体や会員団体を通じて出版業

界におけるElsevierのパートナーシップを管理し、調整している。政策、出版、コミュニケーション

のバックグラウンドを持っており、2018年にエルゼビアに入社前は、教育出版社ピアソンで政策を管

理していた。これまでの職務には、業界団体である出版社協会のコミュニケーション責任者、メディ

アと著作権に関する法律事務所を専門とするパブリック・リレーションズ・コンサルタントとしての

アカウントの管理業務が含まれる。 
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る研究評価のためのオープンな指標、社会的利益のた

めにより広い社会の研究へのアクセスを支援すること

についてもお話しします。また、オープンエコシステ

ムをサポートするツールやソフトウェア、インフラス

トラクチャについてもご説明します。オープンサイエ

ンスが多くの異なる要素によって構成されていること

をご理解いただければ幸いです。このプレゼンテーシ

ョンでは、そのうちのごく一部に焦点を当てています。 

 

オープンアクセスの重要な定義 
 具体的な話に先立って、オープンアクセスの定義を

幾つか挙げたいと思います（図 2）。これが本日お話

しすることの核心であり、Elsevier や他のほとんどの

出版社が運営するオープンアクセスの二つの形態です。 

 一つ目はゴールド OA です。これは、研究論文の最

終版に、誰もがすぐに自由にアクセスできるようにす

るための出版モデルです。ゴールド OA を定義するも

う一つの重要な要素は、最終版の論文がクリエイティ

ブ・コモンズ（CC）とユーザーライセンスの下で利

用可能になるべきことです。 

 CC ライセンスは、読者やユーザーなど論文を再利

用したいと考える第三者に対して、その論文をどのよ

うに共有できるかについて極めて明確な言葉で情報と

説明を提供するため、非常に重要です。つまり、ゴー

ルド OA は、研究を利用可能にするだけではなく、コ

ンテンツの著者とユーザーの両方をサポートするため

に研究を共有し再利用する方法を明確にすることで、

オープン性を確保しています。このゴールド OA の下

では、論文出版加工料（APC: article processing charge）

によって出版コストが事前に回収されます。 

 二つ目はグリーン OA です。グリーン OA とゴール

ド OA の間には、明確な違いがあります。グリーン

OA はゴールド OA のような出版モデルではなく、購

読モデルから派生したものです。著者は購読モデルで

出版することを選択でき、ゴールド OA のように出版

のための料金を支払うことはありません。 

 しかし、著作者たちは研究論文を無料で共有したい

と考えるかもしれません。出版社としては、購読モデ

ルの持続可能性と実行可能性を確保し、そのバランス

を取る必要があります。また、購読者以外の誰もがコ

ンテンツを自由に利用できるようにすると、購読モデ

ルが損なわれます。私たちは、研究者が自らの研究を

自由に共有したいと思いながらも、何らかの理由でオ

ープンアクセス出版を選択しない可能性があることを

理解した上で、バランスを取りたいと考えています。 

 この状況では、グリーン OA というルートを使用す

ることができ、著者は購読モデルで出版し、その購読

論文の前のバージョンを自由に利用できるようなりま

す。前のバージョンは査読を経た「accepted manuscript」

と呼ばれるもので、最終的な編集と変更が加えられた

最終バージョンではありません。ただしこの accepted 

manuscript は、著者自身がアーカイブすること、リポ

ジトリに入れて購読者以外の誰もが利用できるように

することは可能です。私たちは、エンバーゴと呼ぶ一

定の期間の後にこれを行うことを求めています。これ

により、購読者が最初に最終論文にアクセスできるよ

うに購読モデルが機能します。また、私たちは購読モ

デルの実行可能性を支援するために、非商用、非派生

（図 1） （図 2） 

Gold open access

 Final version of an article is immediately 
accessible to everyone

 The article is made available to readers under a 
Creative Commons end user license

 Cost of publishing is recovered, typically via an 
Article Publishing Charge (APC)

Green open access

 A version of a subscription article is made 
freely available

 Relies on the subscription model to continue to 
operate

• Usually after an embargo period

• A non-commercial Creative Commons 
end user license is applied to the 
Accepted Manuscript

Key definitions in open access

More information: www.elsevier.com/open-access

Other types of open access exist, including: Diamond open access and Bronze open access
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的な CC ライセンスを accepted manuscript に適用するこ

とを求めています。 

 オープンアクセスには他の種類もあります。ダイヤ

モンド OA やブロンズ OA について聞いたことがある

かもしれませんが、今回は触れません。 

 

著者が保持する権利 
 出版プロセスについて再び深く掘り下げ、できれば

幾つかの誤解を払拭したいと思います（図 3）。特に

著者がオープンアクセスや購読モデルで出版した場合

に何が起こるのか、それが著者の権利にとって何を意

味するのかについてお話しいたします。 

 ここで明確にしておきたいのは、著者がオープンア

クセスや購読モデルでの出版を選択した場合、自身の

研究成果を共有し、広め、その影響を最大化するため

の多くの権利を保持するということです。著者は他の

出版社でも似たような経験をすると思いますが、ここ

で私は Elsevier の視点からお話ししているということ

を念のためお伝えします。 

 明らかなことは、著者がオープンアクセスで出版し

た場合、著作権は保持されることです。また、著者は

最終的な論文に適用する CC ライセンスの選択権が与

えられ、無料ですぐに利用可能となります。私たちは

その選択があるということが重要だと信じています。 

 著者が自身のコンテンツをどのように再利用・共有

するかについて特定の選好を持っていることは、調査

からも常に見えています。何らかの目的のために完全

な再利用と共有を望む人もいれば、商業目的ではない

再利用と共有を望む人もいます。CC ライセンスは、

そのような選択を反映するもので、私たちが CC ライ

センスを提供している理由でもあります。 

 購読モデルでは、著者は出版社に著作権を譲渡しま

す。そして、購読論文のあるバージョンを無料で利用

できるようにしたい場合は、グリーン OA が使用でき

ます。しかし、誤解を払拭するために繰り返しになり

ますが、著者がどの出版モデルを選択したかにかかわ

らず、彼らは依然としてその論文を共有する多くの権

利を持っています。 

 これには適切な帰属やクレジットを受け取る権利、

許可や当社からの支払いなしで新しい研究に自身の素

材を再利用する権利などが含まれます。研究の集大成

として論文を一つの書籍にまとめることもできます。

他の著作物からの抜粋や図表を再利用することもでき

ます。さらに、他の著作物の一部や抜粋、図・表を再

利用することができますし、授業での教育目的や個人

的な使用、共同研究の一部を含む学術目的のために、

自身の著作物を使用・共有することができます。もち

ろんプレプリントを公に共有することもできます。こ

れらの権利を著者が保持できないという情報が広まっ

ているようですので、ここで明確にしたいと思います。

ぜひ当社のWebサイトを確認して、著者の権利につい

て完全な情報を得ていただくことをお勧めします。 

 研究データに関しては、著者は共有する権利を保有

します。彼らはデータを共有するライセンスの選択に

絶対的な柔軟性を持っており、それは選択する出版モ

デルとは無関係です。 

 また、テキストとデータマイニングについても少し

触れます。私たちはライセンスベースのアプローチを

採用し、購読機関の研究者が自動的に非商業目的でテ

キストマイニングができるようにしましたが、非購読

者にももちろん許可を与えています。この事実にも留

意することが重要です。繰り返しになりますが、当社

のテキストとデータマイニングポリシーをご覧くださ

い。情報量が多いことは理解していますが、これらの

情報を全てWebサイトで提供しています。著者は、私

たちに論文原稿を投稿すると、ワークフローの中で彼（図 3） 

Some specifics in publishing

• Regardless of whether authors choose to publish open access or subscription with Elsevier, they have many of the 
same rights, which support their need to share, disseminate and maximize the impact of their research.

• Open access: author retains copyright. Authors have a choice of Creative Commons license
• Subscription: author transfers copyright to the publisher. Green open access route can be used

• Authors retain rights to share their research data. They have flexibility on their choice of licenses to share research 
data

• We have adopted a license-based approach that automatically enables researchers at subscribing institutions to 
text mine for non-commercial research purposes and to gain access to full-text content in XML for this purpose. 
We will also provide permissions for non-subscribers.

• We provide information to authors about their rights and license choices:
• On our policy pages on Elsevier.com
• Authors are advised about their choices when they are 

taken through the workflow to submit their article

Author rights to the article - open access or subscription:
• Receive proper attribution and credit for their published work
• Re-use their own material in new works without permission or 

payment by:
• Extending an article to book length
• Including an article in a subsequent compilation of their 

own work
• Re-using portions, excerpts, and their own figures or 

tables in other works
• Use and share their works for scholarly purposes, including for 

classroom teaching, in conferences, distributing article for 
personal use, and an invitation-only work group 

• Publicly share the preprint anywhere at any time

More information: https://www.elsevier.com/about/policies/copyright
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らの選択に関する多くのアドバイスや情報が与えられ

ることになります。今一度ご確認いただければ幸いで

す。 

 

混在するさまざまなポリシー 
 ここで視野を広げ、より広いグローバルな政策の文

脈について考えてみましょう。オープンアクセスやラ

イセンス等、ここで話している要素についてはかなり

複雑な政策が取られています。ここで言うべきことは、

異なるタイプの政策が実際に混在しているということ

です。世界の全ての地域で同じ政策が存在しているわ

けではありません。 

 世界で起きていることの網羅的なリストではありま

せんが、図 4 では、国により政策にさまざまな違いが

あることが分かります。また、研究への即時アクセス

を求める資金提供者の政策など、新たな傾向が現れて

いることも指摘したいと思います。 

 北米においては、米国大統領府科学技術政策局

（OSTP）が研究成果の即時共有を推奨しています。

また、米国最大の連邦機関の一つでも、研究データの

共有と管理を確実に行うことに焦点を当てています。 

 英国も含め欧州の国々では、さまざまな資金提供者

が研究への即時アクセスを必要とし、研究論文に適用

する CC ライセンスの種類についても明確な規定を持

っています。 

 南米では、非常に異なるダイヤモンドモデルに焦点

を当てています。これは、著者がお金を払って出版し

たりたくさんの論文を読んだりせず、リポジトリに預

けられていることです。 

 さまざまな国を一括りにまとめて申し訳ありません

が、アジアでは、出版に向けた政策やアプローチが実

に混在しています。依然として購読モデルに焦点が当

てられていますが、日本は即時性を重視した新しいオ

ープンアクセスの方針を発表しています。そして世界

的には、研究と研究データへのアクセスを増やす努力

に真の焦点が当てられています。 

 

出版エコシステムの変化への Elsevier の対応 
 最後に、出版エコシステムにおけるこのような政策

エコシステムの変化に対して Elsevier がどのように対

応しているかについて触れたいと思います（図 5）。

先ほどご説明したように、著者がどの出版モデルを選

択したかにかかわらず、研究への即時アクセスを必要

とする政策が増えています。また、著者の権利保持や、

原稿投稿の段階で特定の CC ライセンスやエンド・ユ

ーザー・ライセンスを著者が適用することにも焦点を

当てることができます。これらに対する私たちの明確

な返答は、ElsevierはゴールドOAを通して著者が研究

をすぐに公開できるようにするということです。これ

が研究への即時アクセスを保証するための持続可能で

拡張可能なメカニズムであると私たちは考えています。 

 ゴールド OA の下では著者が著作権を保持している

ため、権利の問題はなく、エンド・ユーザー・ライセ

ンスに関する選択肢を持っています。また、出版モデ

ルに関係なく、必要に応じて研究データを共有するこ

ともできます。 

 Elsevier が実際にオープンアクセスをサポートして

いるという事実に焦点を当てることが非常に重要です。

（図 4） 

Europe
• Various European countries (also UK) as part of Plan S have 

mandated immediate availability of research and CC licenses
• European Union requires data sharing; encourages FAIR data

North America
• Office of Science and Technology Policy recommends immediate 

sharing of research findings; no requirements on end user 
licenses

• Federal agency data sharing policies should be live by end 2025
• NIH updated their data sharing policy from January 2023

A mixed policy landscape

South America
• Support for OA publication 

platforms and Diamond OA, with 
less focus on licenses

Asia
• The region shows a mix of approaches 

and policies towards open access
• Subscription is often prevalent
• Japan announcing new open access 

policy

Global
• G7 support immediate FAIR data sharing
• G20 science advisers support efforts to expand 

access to research

（図 5） 

• Funders requiring immediate access to articles are offering 
authors a choice of doing so via different publication models

• Some ask their authors to add a statement to their article to 
apply a CC license to their arising Accepted Manuscript

Immediate access via the subscription model is being added as 
an option to some policies

• We enable authors to make their research immediately 
available and to retain copyright through gold open access

• Authors have choices of open access license
• Authors are free to share and reuse research data regardless of 

publication model

Elsevier enables authors to post immediately via gold open 
access

How we are responding to the shifts in the publishing ecosystem

Transformative agreements are deals with institutions that 
enable Gold OA

• Authors no longer have to find funds for APCs
• Elsevier supports almost 2,000 institutions to publish open 

access

Elsevier offers solutions to support equity

Subscription model
• Research4Life: free/ discounted reading and publishing in over 

120 Low and Middle Income Countries
• Free access for patients and caregivers
• Dedicated emergency resource centers
• Supporting authors to share their publications
Gold open access
• Transformative agreements
• Waivers/discounts on publishing, including automatically 

granted to authors from countries in Global South
• Adopted Geographical Pricing for Open Access pilot
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私たちは 750 以上のフルゴールド OA 誌を持っていま

す。また、さまざまな範囲の転換契約もあり、これら

はオープンアクセスの目標を実現するために機関との

間で締結した商業協定です。購読および出版契約、複

合契約など、多くの名前がありますが、全体として

2,000近くの機関に対し、協定を通じてOA出版ができ

るようサポートしています。つまり、持続可能かつ拡

張性のある方法でゴールド OA モデルをサポートして

おり、今後出てくるであろう方針の要件も満たすこと

ができるということです。 

 公平性について簡単にご説明したいと思います。公

平性は、出版モデル、つまり購読モデルとゴールド

OA、いずれにおいてもよく語られるポイントだから

です。購読モデルについては、人々は研究へのアクセ

ス面での公平性を求めます。ゴールド OA の下では、

価格とそのゴールド OA モデルへのアクセスにおいて

公平性を見たいと考えます。 

 購読モデルについて、私たちは COVID-19 危機のよ

うな緊急事態の際に、緊急リソースセンターの一部と

して機能する、グローバルサウスの国々や患者・介護

者が購読論文に無料アクセスすることを支援する広範

なイニシアチブを持っています。また、先ほどご説明

したように、Share Links などのさまざまなイニシアチ

ブを通じて、著者が購読論文を共有することを確実に

支援しています。 

 ゴールド OA では、著者がゴールド OA モデルを選

択する手段を確保するため、著者からコスト負担を軽

減するための転換的な契約を提供しています。日本に

も大学図書館コンソーシアム連合（Japan Alliance of  

University Library Consortia for E-Resources : JUSTICE）を

通じて提案があることをうれしく思います。また私た

ちは、グローバルサウスの多くの著者に自動的に適用

される、免除と割引の大規模なイニシアチブを持って

います。グローバルサウスを含む国々において論文出

版料金の公正さを保証するため、新しい地理的な価格

設定のパイロット版を採用したことを誇りに思ってい

ます。 

 オープンアクセスと OA 出版をする著者への支援策

について、私たちの取り組みを少しでもご理解いただ

ければうれしく思います。本日の話がお役に立てば幸

いです。 
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